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宇治市役所

京都府宇治市宇冶琵琶ＵＳ地

電話＠3141㈹

こ
と
し
も
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
、
秋

の
火
災
予
防
逆
勁
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
時
期
か
ら
来
年
の
春
に

か
け
て
は
、
火
災
が
た
く
さ
ん
発
生
す
る
と
き
で
す
。
あ
な
た
の
お
う
ち
や
職
場
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
運
動
を
契
機
に
、
い
ま
い
ち
ど
、
身
の
ま
わ
り

の
防
火
点
検
を
す
す
め
て
み
た
い
も
の
で
す
。

11．26．～12．2．

秋の火災予防運動
■ 〃 ● ● ■ ● ■

九
、
十
月
に
行
わ
れ
た
委
員
会
の

活
動
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

Λ
総
務
常
任
委
員
会
▽

○
九
月
十
七
日
・
・
・
請
願
審
査
が
行
わ

れ
、
集
会
所
建
設
の
｛
1
願
が
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
後
、
市
か

ら
、
市
旗
の
制
定
お
よ
ぴ
九
月
定

例
会
に
提
出
予
定
の
議
案
に
つ
い

て
脱
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
九
月
二
十
九
日
・
・
・
議
会
の
議
決
を

経
た
後
に
お
い
て
契
約
金
額
の
変

更
が
で
き
る
限
度
を
現
行
の
＝
早

万
円
か
ら
六
千
万
円
に
改
正
す
る

こ
と
等
、
「
地
方
自
治
法
第
百
八

十
条
の
規
定
に
基
づ
く
市
長
専
決

事
項
」
に
つ
い
て
協
礪
を
行
い
ま

9
月
・
1
0
月
の

新進堂印刷

市の人□
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トノレ

こ
と
し
に
な
っ
て
、
十
月
ま
で
の

火
災
発
生
状
況
を
み
ま
す
と
、
建
物

火
災
が
二
十
九
件
も
あ
り
、
昨
年
一

年
間
の
建
物
火
災
を
早
く
も
上
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
全
焼
が
四

件
、
半
焼
が
二
件
も
あ
り
、
損
害
額

で
も
昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
、
多
い

タ
バ
コ
の
不
始
末

ら
、
国
鉄
奈
良
線
を
横
断
す
る
市

道
矢
落
半
日
線
の
踏
切
道
に
つ
い

て
国
鉄
当
局
と
の
交
渉
経
過
に
関

し
て
説
明
が
あ
り
、
国
鉄
側
は
、

踏
切
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行
っ

て
い
な
い
が
、
市
と
し
て
は
、
現

実
の
通
行
量
を
ふ
ま
え
、
踏
切
殷

置
の
方
向
で
国
鉄
と
積
極
的
に
交

渉
し
て
い
く
、
と
い
う
脱
明
が
あ

り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
請
願
審

査
に
入
り
、
近
鉄
沿
線
ぞ
い
の
農

業
用
水
路
埋
立
整
備
に
関
す
る
晴

願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

Λ
文
教
福
祉常

任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
九
月
二
十
二
日
＝
・
午
前
中
、
教
育

委
員
会
か
ら
、
宇
治
中
で
の
教
師

に
よ
る
体
罰
行
為
に
つ
い
て
の
事

実
内
容
と
教
育
委
員
会
と
し
て
の

対
疫
沼
一
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

職
場
で
は
…
…

家
庭
で
は
…
…

午
後
は
、
福
祉
事
務
所
か
ら
九
月

定
例
会
に
提
出
予
定
の
福
祉
関
係

の
補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
脱

明
を
受
け
た
後
、
請
願
番
査
を
行

い
雲
鴇
飯
制
度
の
確
立
に
関
す

る
請
願
ほ
か
四
請
願
を
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
九
月
一
一
十
六
日
・
・
・
午
前
中
、
教
育

委
員
会
か
ら
、
新
殷
校
で
の
屋
内

運
動
場
等
の
建
殷
内
容
に
つ
い
て

脱
明
を
受
け
、
午
後
か
ら
は
、
請
・

願
審
査
に
入
り
、
「
こ
と
ば
の
教

室
」
早
期
開
殷
に
関
す
る
請
願
は

か
一
請
願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

〇
十
月
十
一
日
…
午
前
中
、
市
立
幼
。

稚
園
七
園
の
施
段
整
備
状
況
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
午
後
か

ら
は
、
学
校
別
段
使
用
料
の
徴
収

育
成
学
級
迎
営
協
力
金
の
設
定
お

よ
ぴ
保
育
料
（
幼
稚
園
と
保
育
所

す
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
つ
ね
に
、
安
全
な
避
難
方
法

を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
寝
る
前
に
は
、
火
の
元
を
必
ず
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

☆
寝
タ
バ
コ
は
危
険
で
す
。
自
分
が

し
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
人

に
も
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

☆
自
分
が
便
う
火
は
、
消
す
ま
で
自

知
恵
が
い
っ
ぱ
い

く
ら
し
を
守
る
消
費
生
活
展

「
わ
あ
Ｉ
。
お
菓
子
の
中
に
、
こ

ん
な
に
色
素
が
入
っ
て
い
る
ん
で
す

か
。
こ
わ
い
わ
…
…
」

十
月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
市

民
会
館
で
開
か
れ
た
『
く
ら
し
を
守

る
消
費
生
活
展
』
に
入
る
と
、
ま
ず

）
の
改
正
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

お
よ
び
福
祉
事
務
所
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

Λ
近
鉄
対
策特

別
委
員
会
▽

Ｏ
九
月
十
四
日
’
：
午
前
中
、
近
鉄
京

都
線
の
沿
線
に
あ
る
小
倉
町
蓮
池

お
よ
び
近
鉄
伊
勢
印
一
号
踏
切
を

現
地
調
査
し
、
午
後
か
ら
は
、
市

か
ら
、
小
倉
町
山
中
団
地
付
近
で

の
口
ン
グ
レ
ー
ル
化
、
防
音
壁
設

置
に
伴
う
騒
音
、
振
動
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
請
願

審
ｍ
行
い
、
近
鉄
騒
音
、
振
勁

の
対
策
に
関
す
る
謂
願
を
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
九
月
三
十
日
＝
・
近
鉄
京
都
線
に
よ

る
騒
音
、
振
動
公
害
の
解
消
を
求

め
る
請
願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
お
菓
子
や
ア
メ
な
ど
に
含
ま
れ

て
い
る
色
素
を
検
出
し
た
り
、
た
ま

ご
や
牛
乳
の
新
鮮
度
な
ど
を
み
ん
な

の
前
で
検
査
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
は
、
市
内
の
消
費
者
十

一
団
体
の
研
究
発
表
つ
Ｉ
ナ
ー
。
婦

人
会
の
方
が
生
活
の
知
恵
を
働
ら
か

分
で
責
任
を
も
ち
、
そ
の
つ
μ
受

全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
一
日
一
回
、
防
火
に
つ
い
て
反
省

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

鳥田市長も熱心に観察…テストコーナー

せ
て
工
夫
し
た
不
用
品
の
再
利
用
、

白
川
や
笠
取
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

が
考
案
し
た
フ
キ
の
家
庭
料
理
や
手

作
り
の
ミ
ソ
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
梅
酒

な
ど
の
Ｗ
Ｉ
6
’
琵
琶
湖
や
宇
治
川
の

汚
染
の
恐
ろ
し
さ
≪
’
ｈ
；
る
公
害
学

習
グ
ル
ー
プ
の
訴
え
。
野
菜
や
陶
器

な
ど
の
即
売
1
。

ど
の
碧
作
物
や
パ
ネ
ル
も
生
活
を

守
る
知
恵
が
い
っ
ぱ
い
。
食
品
の
安

全
性
や
不
当
考
ｙ
、
再
利
用
な
ど
毎

日
の
消
費
生
活
を
も
う
一
度
み
つ
め

な
お
し
て
み
よ
う
と
訴
え
て
い
ま
し

た
。

豊富なデーターをメモする人も……

・13日ＡＭ8：30～ＰＭ7：00駐車場完備

事業内容造園資材一式を安値即売／／
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てんぷらａを忘れている

さ
れ
て
い
る
市
道
宮
の
前
牛
岩
線

ほ
か
一
箇
所
を
現
地
調
査
し
ま
し

た
。
帰
庁
後
、
観
流
橋
護
岸
の
復

旧
工
事
に
つ
い
て
市
か
ら
説
明
を

受
け
、
引
き
続
き
請
願
審
査
に
入

り
、
認
定
道
路
舗
装
に
関
す
る
謂

願
ほ
か
一
請
願
を
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

○
十
月
十
八
日
・
＝
市
か
ら
、
木
幡
用

委
員
会
活
動
か
ら

北
六
号
線
な
ど
九
月
定
例
会
で
市
山
の
開
発
経
過
お
よ
ぴ
広
野
町
の

這
認
定
の
議
案
が
提
出
予
定
さ
れ
開
発
に
関
連
し
、
集
中
浄
化
槽
の

て
い
る
八
路
線
の
現
地
調
査
を
行
容
量
算
定
等
に
つ
い
て
脱
明
を
受

い
ま
し
た
。
け
ま
し
た
。

〇
九
月
二
十
一
日
・
・
・
午
後
か
ら
、
十
Λ
市
民
環
境

八
日
に
護
岸
が
崩
壊
し
け
が
人
の
常
任
委
員
会
Ｖ

出
た
観
流
橋
、
お
よ
ぴ
請
願
が
出
○
九
月
二
十
二
日
・
・
・
午
前
中
、
市
か

議
会
だ
よ
り

な
く
そ
う
ウ
ッ
カ
リ
火
災
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配
水
池

こ
こ
か
ら
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

水
を
送
り
ま
す

新
装
な
っ
た
宇
治
浄
水
場
管
理
本
館

送
水
ポ
ン
プ

こ
の
ポ
ン
プ
で
配
水
池
に

水
を
送
り
ま
す

第4次水道拡張工事

計装室

五
ケ
庄
の
宇
治
川
沿
い
に
あ
る
宇
治
浄
水
場
で
は
、
現
在
、
新
設
拡
張
工
事

の
完
成
に
向
け
て
着
々
と
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
一
部
完

成
し
た
施
設
を
使
っ
て
今
月
八
日
か
ら
運
転
を
開
始
。
一
日
三
千
ト
ン
の
給
水

を
は
じ
め
ま
し
た
。
（
来
年
五
月
か
ら
は
八
千
ト
ン
に
な
り
ま
す
）
そ
こ
で
、

本
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
施
設
の
あ
ら
ま
し
を
写
真
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

水
源
と
な
る
宇
治
川
の
伏
流
水
と
深
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
ら
れ
た
原
水
は
、

浄
水
場
で
着
水
井
、
薬
品
注
入
、
薬
品
沈
澱
池
、
急
速
ろ
過
設
備
。
滅
菌
処
理

の
工
程
を
経
て
配
水
池
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
自
然
流
下
に
よ
り
各
家
庭
に
給

水
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
使
っ
て
い
る
暮
ら
し
の
水

皆様のお近くの美容室を

御利用ください

ヅぬ

／Ｊ□ｂ‰

広野町朝日ケ丘七筋目右営43－0291

繋ヰ

｀4｀∩，

しか勃ｙ靴するけ伊妁のた珈ご

毛髪から生まれたパーマ液昏

Ｌ－天然システインだから髪をいためません。
9ｖｔｍいやな臭いもしません。

自然なツヤでセットも長持ち

④

ダイナミックなボリューム、．
この・－クの●●11ぐぅｆ．ブラッシングで思いのままのヘアスタイル。

Ｄ－ｅ

五ケ庄大林
昔31－5509／

鳶

尹び‰

Γ

φ

／ｕｌχ

小倉丸山百貨店東嗇22－1607

毎
週
月
曜
日
の
午
後
六
時
二
十
分
か
ら
近

（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
3
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
1
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

水質試験室

新宇治浄水場
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い
よ
い
よ
給
水
開
始

急速ろ過装置（3基）

ろ
過
ポ
ン
プ

は
、
浄
水
場
で
多
く
の
工
程
を
経
て
飲
み
水
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。と

こ
ろ
で
、
宇
治
市
の
水
源
の
九
十
％
は
宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、
久

御
山
町
を
給
水
対
象
と
す
る
府
営
山
城
水
道
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
。

人
口
の
急
増
や
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
に
よ
り
こ
の
山
城
水
道
も
近
く
限
界
に

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
宇
治
市
で
は
、
市
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
水
を
確
保
す
る
た
め
八
第
四
次
水
道
拡
張
事
業
に
も
と
づ
き
自
己

水
源
の
開
発
や
配
水
施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

宇
治
浄
水
場
新
設
拡
張
工
事
は
こ
の
第
四
次
拡
張
事
業
の
中
心
と
な
る
も
の

で
、
全
工
事
が
完
成
す
れ
ば
一
日
二
万
七
百
ト
ン
の
給
水
能
力
を
も
つ
浄
水
場

と
な
り
、
宇
治
市
全
体
能
力
の
約
二
十
％
を
し
め
、
三
万
五
千
七
百
人
ま
で
ま

か
な
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
道
事
業
懇
談
会
を
設
置

宇
治
市
の
水
道
事
業
経
営
の
あ
り
方
や
将
来
の
給
水
計
画
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
る
た
め
に
。
近
く
水
道
事
業
懇
談
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
懇
談
会
は
市
長
の
私
的
な
諮
問
機
関
と
し
て
市
民
、
知
識
経
験
者

で
構
成
さ
れ
る
予
定
で
す
。
｀

薬
品
処
理
さ
れ
た
水
を

急
速
ろ
過
装
置
に
送
り

ま
す

薬品沈でん池

ｆ
1
ｔ
：
Ｉ
Ｈ
’
ｆ
＜
－
＾
！
＞
≫
＾
Ｗ
≫
≫
－
Ｊ
ｌ
－
’
＾
1
≪
Ｗ
≫

市
政
の
動
き
、
行
事
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

53年1月から「貯蓄の目」が「ミ積金六」にかわります，
●プランを立て今からお始めください。

定金毎月一定額をお積立てください〈期積〉期間，ｉ1．2．3．5年・Ａ種類7す

毎月の

掛金

1年満期 2年満期 3年満期． 5年満期

（12回掛） （24回掛） （36回掛） （60回掛）

5．000円 61．105円 124，250円189．43Ｓ円325，925円

10，000 122．210 248．500 378．870 651．850

20，000 244，420 497，000 757，740 1，303，700

30．000 366，630 745，500 1．136，6101，955，550

〈南京信〉

積金デ

（ｊ盲ぶＪ）

＾ｌ

≫氷丿・

・：ｊヽ゛1¨ｊ゛驚・

1心7ｊ

芦

七二ｊｊｔ

濤と

’ｌ

549

新宇治浄水場

治浄水場
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1
1
月
1
4
日
か
ら
1
6
日
ま
で

幼
稚
園
児
の
募
集

昭
和
5
3
年
度
の
宇
治
市
立
幼
稚
園

児
（
一
年
保
育
）
を
募
集
し
ま
す
。

☆
入
間
該
当
者
…
昭
和
4
7
年
4

月
2
日
か
ら
昭
和
4
8
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、
宇
治

宇治市立幼稚園

幼稚園名 募集定員 所在地 電話

菟道幼稚園

槙島幼稚園
大久保幼稚園

神明幼稚園

伊勢田幼稚園

東宇治幼稚園
木幡幼稚園

160名

120名ｍ名

200名

160名

240名
80名

宇治妙楽128

槙島町石橋ｉ3
大久保町山の内3

宇治野神57
小倉町西山44
五ヶ庄梅林官有地

木幡桧尾47－1

21－2703

21－2708
41－7224

22－0495

22－1503

31－8259
32－9439

市
に
在
住
し
て
い
る
人
で
す
。

☆
受
付
日
時
…
各
園
と
も
1
1
月

1
4
日
か
ら
1
6
日
ま
で
の
午
後
1
時

定
員
を
上
回
り
や
む
を
え
な
い
場

合
に
は
、
抽
選
に
よ
っ
て
決
定
し

ま
す
。

○
入
園
許
可
は
申
し
込
み
の
順
番
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
園
吽
可
書
は

後
日
保
護
者
あ
て
に
送
り
ま
す
。

お
問
い
合
せ
は
葦
稚
園
、
ま
た

は
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
電

話
0
局
3
1
4
ｔ
番
）
ま
で
。
な
お

幼
稚
園
へ
の
お
問
い
合
せ
は
、
保
育

時
間
の
関
係
上
、
午
後
2
時
以
降
に

お
願
い
し
ま
す
。
。（

学
校
教
育
課
）

南
小
倉
小
学
校

☆
願
書
…
各
園
で
舜
付
期
間
中
に

お
渡
し
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
幼

稚
園
で
受
け
取
り
、
ｔ
記
入
・
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は

か
な
ら
ず
幼
児
同
伴
で
、
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
希
望
幼
稚
園
で
応
募
者
歎
が
募
集

お
知
ら
せ

校
章
を
募
集
し
ま
す

西
小
倉
中
学
校

力
い
っ
ぱ
い

は
そ
れ
と
同
じ
大
き
さ
の
白
紙
に

黒
色
で
実
物
大
以
上
に
デ
ザ
イ
ン

し
、
校
名
を
記
入
。
さ
ら
に
、
デ

ザ
イ
ン
の
注
釈
と
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
応
募
期
間
・
・
・
1
1
月
1
1
日
（
金
）
～

1
2
月
1
0
日
（
土
）

▽
応
募
先
・
・
・
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
、

宇
治
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

きりかえは

おすみですか

1
1
月
は
、
宇
治
市
交
通
災
害
共
済

の
切
り
か
え
時
で
す
。
あ
な
た
は
、

も
う
手
良
き
を
す
ま
さ
れ
た
で
し
ょ

う
か
。

市
で
は
今
年
か
ら
学
校
、
幼
稚
園

こ
ど
な
た
ち
に
健
全
な
遊
ぴ
の
場

を
つ
く
る
目
的
で
、
『
第
一
回
宇
治

市
こ
ど
も
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
秋
の
太
陽
を
Ｉ
ぱ
い
あ
ぴ
て
思

う
存
分
遊
ん
で
み
よ
う
で
は
あ
ｓ
＞
ｗ

せ
ん
か
。

工
細
工
、
し
ゃ
ぽ
ん
玉
、
切
ひ

紙
、
お
じ
ゃ
み
、
あ
や
と
り
、

糸
電
話
、
ら
く
が
き
、
赤
ち
ゃ

ん
広
場

・
小
・
中
学
生
向
き
・
・
・
ら
く
焼
き

Ｏ
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

も
ち
つ
き
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

い
か
、
ヨ
ウ
ヨ
ウ
、
わ
た
が
し

そ
の
他
い
ろ
い
ろ

笑

○
と
き
・
：
1
1
月

卵
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
半

〔
雨
の
と
き

こ
ど
も
ま
つ
り

青
少
年
頭
萱
場
で
は
、

人
形
劇
、
映
画

相
談
＝
－
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
ま

す
。

1
1
月
2
0
日
、
黄
槃
京
大
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
1
1
月
2
3
日
（
祝
）
〕

〇
と
こ
ろ
・
・
・
黄
聚
の
京
大
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド

○
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

・
乳
幼
児
向
き
・
・
・
粘
土
工
作
、
木

保
育
所
で
の
一
括
加
入
営
呵
を
中
止

し
て
、
1
1
月
2
6
日
ま
で
交
通
災
害
共

済
の
加
入
促
進
と
、
新
年
度
の
切
り

か
え
手
続
き
を
町
内
会
・
自
治
会
の

役
員
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
実
厖

し
て
い
ま
す
。

本
市
の
交
通
災
害
共
済
の
掛
金
は

年
間
五
百
円
で
、
例
え
ば
、
・
自
転
車

で
転
ん
で
け
が
を
し
た
場
合
や
、
入

院
せ
ず
に
わ
ず
か
一
日
の
治
1
＊
受

け
た
場
合
な
ど
に
も
最
低
一
万
円
の

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
し
、
交
通

事
故
で
死
亡
し
た
時
は
百
万
円
支
給

さ
れ
ま
す
。
（
交
通
事
故
証
明
・
医

師
の
診
断
書
な
ど
が
必
妥
で
す
）

ス
ポ
ン
ジ
工
作
、
竹
細
工
、
な

わ
工
作
、
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ナ
ー

竹
馬
は
や
の
り
競
争
、
＝
マ
ま

わ
し
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

ら
く
が
き
大
会

「
わ
ず
か
な
会
費
で
大
き
な
保
障

」
ト
ト
家
族
ぐ
る
み
で
、
今
す
ぐ
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

〇
参
加
協
力
券

は
、
こ
ど
も

五
十
円
（
息
Ｔ
中
学
生
）
、
お

と
な
百
円
で
す
。（

教
育
委
員
会
）

看
護
学
習
会

消
防
講
演
会

視
覚
障
害
者
が
対
象

お宅では、電気を安全にお使いですか

ヨ

みなさまのお宅では、コードを釘やステップルなどで柱や壁に固定しておら

れませんか。こんな配線は、漏電や火災の原因になり危険です。

専門の工事店に依頼し、安全な配線にお直し下さい。

当協会では、漏電・感電・電気火災の危険を防ぐために、定期的に電気配線

などの、安全診断をしています。

京都支部
京都市東山区今熊野池田町4－8電話（075）541－5375（代）

でんぎの安全まもる闘関西電気保安協会今
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障
害
児
学
級
運
動
会

力作づらり

交通災害共済

秋の市民文化祭

菊
花
展
、
壬
一
筰
品
や
書
道
、
い

け
花
、
盆
栽
な
ど
の
み
ご
と
な
作
品

居
ｙ
－
十
一
月
五
日
と
六
日
の
両

日
、
市
民
会
館
を
中
心
に
催
さ
れ
た

秋
の
市
民
文
化
祭
は
力
作
が
づ
ら
り

と
並
べ
ら
れ
、
多
く
の
参
観
者
の
目

を
う
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
、

小
倉
町
の
神
楽
田
遺
跡
の
弥
生
式
土

器
な
ど
の
ま
わ
り
は
黒
山
の
人
だ
か

り
で
し
た
。

こ
と
し
始
め
て
設
け
ら
れ
た
「
埋
蔵
ａ
ａ
ａ
ｊ
…
…
…
。
。
。
。
。
。
。
…
…
。
…
…
…
…
。
。
。
。
。
一
■
対
ま
・
：
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学

文
化
財
」
の
展
示
場
は
大
盛
況
で
、
写
真
は
丹
精
こ
め
て
作
ら
。
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
児
童

庵
寺
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
や
れ
た
菊
花
展
1
1
1
1
生
徒
で
、
施
設
で
受
け
ら
れ
な
か
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